
朔望平均満潮位
（現在時点） 2℃上昇時の海面上昇量

基準潮位
（2100年時点）

現行潮位
（H15年）

現行潮位と見
直し後の差

長洲港 2.37 2.69 2.56 0.13

熊本港 2.47 2.78 2.36 0.42

網田海岸 2.48 2.80 2.27 0.53

合津港 2.17 2.49

富岡港 1.26 1.58 1.53 0.05

牛深港 1.53 1.85 1.53 0.32

大門港 1.81 2.13 1.74 0.39

樋島港 1.91 2.23 1.86 0.37

三角港 2.24 2.56 2.08 0.48

永尾海岸 2.03 2.35 2.03 0.32

八代港 2.00 2.32 1.98 0.34

水俣港 1.75 2.07 1.45 0.62

観測所名

有明海
沿岸

0.32

天草西
沿岸

八代海
沿岸

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
平均潮位

（観測所毎）
現行潮位
（H15年）

長洲港 2.47 2.13 2.52 2.37 2.56

熊本港 2.49 2.49 2.42 2.47 2.36

網田海岸 2.44 2.49 2.53 2.51 2.45 2.48 2.27

合津港 2.17 2.16 2.23 2.18 2.12 2.17

富岡港 1.25 1.27 1.27 1.24 1.26 1.53

牛深港 1.52 1.54 1.57 1.54 1.48 1.53 1.53

大門港 1.79 1.80 1.90 1.80 1.75 1.81 1.74

樋島港 1.88 1.91 1.98 1.91 1.86 1.91 1.86

三角港 2.22 2.28 2.27 2.24 2.19 2.24 2.08

永尾海岸 2.01 2.03 2.09 2.04 1.97 2.03 2.03

八代港 1.98 2.01 2.00 2.00 1.98

水俣港 1.72 1.73 1.75 1.81 1.76 1.75 1.45

観測所名

有明海
沿岸

天草西
沿岸

八代海
沿岸

海
岸
堤
防

基準潮位
（朔望平均満潮位）

気
圧
の
低
下

気圧低下に伴う「吸い上げ効果」

台風強大化に伴う「吹き寄せ効果」

気
候
変
動
（
2
℃

上
昇
）

気温上昇に伴う「水面上昇」

潮位偏差

計画波浪

計画高潮位

余裕高

余裕高

計画波浪

計画高潮位

潮位偏差

朔望平均満潮位（最新）

台 風

台風強大化に伴う「風速の増大」

今回検討分

基準潮位
将来の平均海面上昇量

■気候変動を考慮した基準潮位（TPｍ；現時点の朔望平均満潮位＋2℃上昇時の平均海面上昇量）

項 目 現 行 気候変動（2℃上昇）
による検討事項 変更方針（案）

高
潮

①基準潮位 朔望平均満潮位（H15時
点）

水面上昇
（気象庁予測：0.39ｍ）

「県内12観測所、直近5年間（2018年〜2022
年）の朔望平均満潮位」+「2100年までの気象
庁予測0.312ｍ」

②潮位偏差 ＜想定台風＞
・中心気圧958hpa
・台風経路
（影響を考慮した経路）

想定台風の強大化
（中心気圧の低下）

・現行想定台風の中心気圧（958hpa）を実績の
台風データを用いて、確率評価を行い、
「2℃上昇時の台風予測データ」から、同程度
の確率評価された台風（中心気圧）を抽出する。
・台風経路は現行のまま（気候変動による影響
の可能性が薄いため）

③波浪 ＜想定台風＞
・中心気圧958hpa
・台風経路（影響を考慮した経路）

想定台風の強大化
（中心気圧の低下）

同上（潮位偏差）

津
波

①基準潮位 水面上昇
（気象庁予測：0.39ｍ）

「県内12観測所、直近5年間（2018年〜2022
年）の朔望平均満潮位」+「2100年までの気象
庁予測0.312ｍ」

特になし 基準潮位の見直しに伴う設計津波
②’設計津波
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＜概要図＞

①

②

1 検討委員会の進め方

熊
本
県
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計
画
の
改
定

２,計画外力の
設定方法

5,防護水準に合わせた
整備方法の決定3, 検証結果 4,防護水準の決定

【第一回検討会】 今回【第二回検討会】 【第三回検討会】

① 既存資料を基に現況の防護水準の
内容について

② 気候変動を踏まえた海岸への影響
の考え方について
（台風増加、水位上昇等）

■高潮
平均海面や潮位偏差等に対して、気候
変動による影響推移の反映、設定方法
■津波
津波高に対して、気候変動による影響
推移の反映、設定方法

①気候変動を踏まえたシュミレーション
②防護水準の決定

■高潮
気候変動により発生する水位上昇、台風
増大等の影響をどこまで考慮すべきか。
■津波
気候変動により発生する水位上昇、台風
増加等の影響をどこまで考慮すべきか。

③基本計画の見直し案の作成

①防護水準に対して、「防災、環境、
利用」を踏まえた熊本県の海岸整備の
方法について
■防災
高潮や津波に対して、背後地の防災

を目的とした海岸整備
■環境
水温上昇や防護水準までの海岸整備

を実施することによる生態系の保護
■利用
防護水準までの海岸整備に伴う公衆

の多様な利用への配慮、整備

②基本計画の見直し案の作成

1,現況整理

①基準潮位（気候変動（２℃上昇）を考慮）
■設定のイメージ

最新の朔望平均満潮位（5ヵ年平均（2018〜2022））
2000年から2100年までの気候変動を踏まえた海面上昇量

領域 2℃上昇 4℃上昇

Ⅰ 0.38m(0.22～0.55m) 0.70m(0.45～0.95m)

Ⅱ 0.38m(0.21～0.55m) 0.70m(0.45～0.95m)

Ⅲ 0.39m(0.22～0.56m） 0.74m(0.47～1.00m)

Ⅳ 0.39m(0.23～0.56m) 0.73m(0.47～0.98m)

気象庁では、国内代表箇所（資料1）での観測潮位の変動傾向から2100年時点での平均海面水位上昇量を予測

している。（資料2） これによると熊本県が属する領域Ⅳでは2000年から2100年までにかけて、2℃上昇時に0.39m

平均海面が上昇すると予測されている。

なお、2100年までに39cmの上昇となるので、現在（2020年）から2100年までとした場合、これからの上昇量は80年

分を考慮する必要がある。 （2℃上昇時に0.32m）（資料3）

2 防護水準の見直し

防護水準

熊本港

綱田海岸

長洲港

水俣港牛深港

合津港

大門港 樋島港

富岡港

永尾海岸

三角港

八代港

■潮位観測所位置図（県内12箇所）
■潮位観測結果（過去5ヵ年の朔望平均満潮位；TPｍ）

本県における、観測所（県内12箇所）から朔望平均満潮位（各月の朔(新月)または望(満月)の日の前 2 日、後 4 

日以内に観測された最高満潮位の年平均値）を観測している。観測の位置及び観測結果については以下のとおり。

（資料１） （資料２）
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（資料３）

前項までで設定した、
「現時点の朔望平均満潮位」に、気
象庁が予測する２℃上昇時の20世紀
末から21世紀末までの平均海面上昇
量（0.32ｍ/80年）を加え気候変動
を考慮した基準潮位を設定する。
県内観測所毎の基準潮位は左図の

とおりである。

■①基準潮位に係る結果（案）（気候変動（２℃上昇を考慮）

整備水準

③

■最新の朔望平均満潮位

■将来の平均海面上昇量

本編資料P4

本編資料P5

本編資料P8

本編資料P11

本編資料P12

本編資料P13
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（防護水準）
・防護水準については、「基準潮位、潮位偏差、計画波浪」に対して、気候変動を踏まえた見直しを行い決定しました。
なお、現行の防護水準と今回の防護水準を比べてもリスクや安全度に変化はありません。

（整備水準）

また、整備水準（堤防天端高＝防護水準＋余裕高）について、余裕高を確保することは必須とし、各海岸において隣接する海岸
や背後地への防護、環境、利用を総合的に勘案し決定することとします。

（ソフト対策の重要性）

しかしながら、今回の防護水準決定の基礎とした設計諸元（気圧、風速等）を上回る、大きな台風が襲来することは想定されます
が、ハード整備には限界があることから、現行の基本計画でも提唱したとおり、ハード整備以上の対応については、ハザードマップ
等のソフト対策により、海岸背後地の人命、財産を守ることとします。

現行の想定台風で使用している中心気圧を、気象庁が管理している、実際の台風データ（ベストトラック

データ）を用いて、中心気圧の確率評価を実施した。熊本県の現行想定台風に使用している、中心気圧の確

率評価は「概ね2年に1度」となった。（資料１）

※今回の確率評価は、「中心気圧」に係る評価であり、現行の防護水準全体の確率評価ではない。

実際の台風データで確率評価した結果（資料１）を基に、気候変動後の予測データ（アンサンブルデータ：

d4PDF）で同程度の中心気圧を抽出し、気候変動を考慮した、気圧低下量を確認。（資料２）
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気圧（hPa）

過去実験（中央値）
2℃上昇実験（中央値）
4℃上昇実験（中央値）

2年確率

20年確率
30年確率

2年確率
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中心気圧［hPa］

確率分布関数
2年確率

958hPa

■予測データ（d4PDF）による 中心気圧と確率の関係

958hPa

確率（再現期間）が5年未満
だと、過去実験（現状）に対
し、気温上昇しても中心気圧
は変わらない、気候変動後で
は来襲・接近する台風の数が
減少することが影響している
と推定される。

④防護水準の決定（気候変動（２℃上昇）を考慮）

②潮位偏差、③計画波浪（気候変動（２℃上昇）を考慮）
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項目 熊本県での設定内容 設定理由

想定台風
・北進型：1942年16号（周防灘台風）（青）
・北東進型：1999年18号（BART台風）（赤）
・東進型：1927年13号（有明海台風）（緑）

過去に熊本県に影響を及ぼした台風

中心気圧 958hPaに気候変動分の低下量を考慮 台風9918号の高潮災害を二度と起こさない
「整備水準相当高潮」に合わせた中心気圧

台風経路 現行の想定台風の経路を使用 「想定台風」の実経路を参考に複数
（計17コース）設定

最大旋衡風速半径 60km（現行想定台風の数値） 「想定台風」の実績値

確率規模 1/30程度（三角での観測した潮位偏差から評価） 現行「想定台風」で設定した「潮位偏差を確
率評価した数値

■設定のイメージ
吹き寄せ効果台風

（強大化）
台風

（気圧の低下） 吸い上げ効果

本県における、現行の防護水準としては、県内に甚大な被害をもたらした台風9918号の潮位を防ぐことを

目的として以下のような考え方で設定している。

さい だい せん こう ふう そく はん けい

■実際の台風データによる 中心気圧と確率の関係

■②潮位偏差、③計画波浪に係る結果（案）
現行の中心気圧の確率評価を基に気候変動後の予測データ（アンサンブルデータ：d4PDF）で同程度の中心気圧

を抽出したところ、気候変動を踏まえた中心気圧の低下量は変化がなかった。

想定台風の設計諸元は現行と同等評価となり、気候変動を踏まえた「②潮位偏差」及び「③計画波浪」に使用する

中心気圧は958hPaを使用する。

（資料１） （資料２）

これまでの検証結果を基に、各エリア毎（11断面）に代表海岸における防護水準を決定する。

■④防護水準の決定に係る結果（案）

①基準潮位

②潮位偏差

■本県における設定外力
③波浪

高
潮 ＞

①基準潮位

②’設計津波津
波 ＝

本県における防護水準は

「高潮」＞「津波」であるため、「高潮」

による防護水準を設定、整備を行う。

海
岸
堤
防

基準潮位
（H15時点の朔望平均満潮位）

潮位偏差
（朔望平均満潮位＋潮位偏差が9918号台風の
実績潮位と同等になる想定台風958hPa相当）

計画波浪
（潮位偏差と同じ想定台風958hPa相当）

計画高潮位
（細胞平均満潮位＋958hPa台風相当の偏差
⇒9918号の実績潮位相当）

余裕高

余裕高

朔望平均満潮位（最新＝約2020年相当）

【現行の防護水準】
9918号での実績潮位相当の安全度を確保

①基準潮位

将来の平均海面上昇量

②潮位偏差

計画高潮位
（気候変動後の現行基準相当）

③計画波浪

【今回設定する防護水準】
気候変動を考慮したうえで現
行と同じ安全度を確保

（気候変動後の想定台風958hPa相当）

（気候変動後の想定台風958hPa相当）

（2020年相当の朔望平均満潮位
＋将来の平均海面上昇量）

海岸①
海岸②

海岸③海岸④

海岸⑤

海岸⑥
海岸⑦

海岸⑧
海岸⑨

海岸⑩

海岸⑪

■現行の熊本県の防護水準の考え方と今回の見直し方法

■現行の防護水準の考え方（想定台風958hPa）

° 

° 

° 

° 

 

° 

° 

9918 号 
北東進型コース 

2709 号 
東進型コース

北

北

南

南

西に 0.50° 西に 0.25° 0° 東に 0.25° 東に 0.50° 

■現行の防護水準での想定台風の経路

■気候変動時での台風の強大化（気圧低下量）の推定

本編資料P15~18

本編資料P24

本編資料P33~35

なお、今回の気候変動を踏まえた設計諸元の見直しは、「中心気圧：958hPa」に気候変動分の気圧低下量

を考慮する。以外の項目について、現時点で定量化できておらず不確実性が高いため、現行の設計外力の

ままとする。
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